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十勝地域にポける酪農経営情報システムの概要

十勝農業協同組合連合会 西部 潤

はじめに

昭和59年12月の十勝地方の酪農家戸数は3，116戸で

ある。乳牛総数178，143頭.年間生乳生産量は532，000

tとなっており.乳牛頭数.生乳生産量ともほぼ全

道の 1/4を占めるに至っている。平均的な酪農家像

を述べると. 20haの草地. 6haの飼料用とうもろこ

し畑を耕作し.経産牛飼育頭数30頭.年間販売乳量

は171 tで，経産牛 1頭当り産乳量は5，622kgである。

近年の酪農の動向を表1に示したが. この 8年ほ

どをふり返ると.一時的な停滞はみられたものの.

1戸当り飼育頭数の増加と並行して. 1頭当り産乳

量も増加を続け. より集約的な経営形態への道を歩

んでいるO この一方で.酪農家戸数はほぼ4%前後

の減少率を示しているO 急速な経営投資と.ここ数

年聞の乳価据置による経営的重圧に耐えきれず.経

営転換をはかる農家も存在しているO

酪農経営負債整理資金借入戸数は約280戸.負債

額も20億円に達しており.依然として厳しい経営環

境が続いている状況にあるO

乳牛 1頭当り産乳量の増加には.濃厚飼料の給与

量増加が寄与しているといわれるが.個別にみると

その変動も大きく. また，将来とも配合飼料の流通

量や価格の安定を前提とした技術的.経営的追究に

は不安が残る。乳牛の飼料基盤である草地.飼料畑

についてみると.作付面積はほぼ限界に達している

ことから.今後は単位当り収量の増大と品質の向上

をはかることが急務であるO

高品質粗飼料の安定的生産と.乳牛の個体管理を

徹底し.泌乳能力を最大限に発揮させるための飼養

管理技術の確立によって.さらに生産力を向上させ

安定した酪農経営を発展させるための突破口とせね

ばならないと考える。このためには.従来の経験.

慣習による酪農経営から脱却し各種情報を積極的

に活用することによって.科学的な状況把握と.適

切な経営判断がますます要求されることになるO

情報システム化の経緯と概要

酪農経営.技術に関する調査分析.資料は多岐多

数にのぼっており. 日々酪農家や指導者に向って大

量の情報が流れ込んでいる。しかし個々には重要

なもので、あっても，情報相互間の度漣性が薄し、ことや， 別

々併邸歳カ単独に同様の情報を出す場面も存在するなど，

情報を送り出す側にも労テ取る側にも混苦しが見られる。

酪農経営は総合的なものであり.個々の情報は優

れたものであっても.相互の関連性が明確なもので

なければ.経営方針決定のための材料とはなり得ず.

表 1 十勝地域の酪農動向

経産牛 生乳出荷 1p当り 経産牛 lP当り 草地 飼料用 1頭当り年間濃厚

年 頭数 戸数
経産牛飼 1頭当り 年間生乳 とうもろ 飼料畑計 飼乳料検給与量

育頭(頭数肩〕
産乳量 販売量 公共草地一般草地 こし

CW 伊〕 (切々 ro (t/年) (ha) I (ha) (ha) (凶)
(~t 成齢(kの

59 9 4，304 3，1 1 6 30.3 5，622 1 70.8 1 1，0 1 6 6 1，35 2 1 9，7 3 5 9 2，1 0 3 2，248 

58 9 3，36 3 3，225 28.9 5，570 1 61.9 1 1，48 6 6 1，2 6 1 20，1 25 9 2，87 2 2，053 

57 9 4，1 00 3，3.6 7 27.9 5，323 149.4 1 1，3 1 6 6 3，295 20，906 9 5，51 7 1，906 

56 9 5，65 6 3，532 27.1 5，040 1 37.1 1 0，9 2 6 6 6，90 6 20，933 98，7 65 1，745 

54 9 2，1 9 9 3，837 24.0 5，108 122.8 1 5，90 8 6 9.1 84 1 9，7 9 9 104，891 

52 8 1，9 8 9 4，1 6 8 1 9.7 4，698 92.4 1 1，9 5 6 6 8，6 64 1 7，332 97，952 

(十勝農協連十勝畜産統計)
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まさに情報の氾濫と無関心の悪循環がくりかえされ

ることになるO また.生産の現場から必要な基本情

報を効率よく収集し分析.計算しその結果を必

要とする者に対して迅速に. しかも正しく伝達する

ための手段が未整備なため.タイムリーな情報提供

ができない.あるいは誤った情報が伝えられる等の

問題点も指摘されているO

十勝地域には3，000戸の農家が存在するがこれは，

3，∞o通りの酪農経営形態が存在することを意味する。

それぞれの形態に応じた.柔軟な情報の組み合せ.

加工.伝達方法の確立が必要であるO 同時に.酪農

経営に必要な各種の基本情報を体系的に蓄積し.い

つでも意志決定のための材料として引き出すことが

できるようなシステムを整備せねばならない。

十勝農協連と十勝管内の農協.乳検組合は連携を

とりながら.昭手応6年より生乳分析業務の集中化を

はかり.昭和57年より飼料.土壌の分析業務を開始

した。また.同年. これら分析データと他の関連情

報を結合した乳牛飼養技術診断事業を開始し.総合

化した技術情報の提供をはかつてきた。

本事業は.パーソナルコンビュータを利用した初

表 2 主要機器の構成

農業情報センター

歩的なものからの出発であったが.これから得られ

た各種のノウハウは.現行情報システムの基礎とな

っている。その後の分析点数の増加.およびこの種

総合化情報の需要増により.もはや事業開始時の体

制では広域的な情報提供が不可能となったため.道

費及び国費を一部導入し.中型規模のコンビュータ

を中核とした地域酪農経営情報システムを構築した。

昭和60年 4月よりスタートした本情報システムの

体系図を図 1に示した。農業情報センターを中心に.

農協.乳検組合.分析センター等に端末機を設置し.

相互の通信は公衆電話回線を使用しているO 現地か

ら入力される基本情報は.他の情報とともに農業情

報センターに設置の中型コンビュータで処理を行な

い.加工済情報として必要な場所にふり分け.再度

端末機に送り返す仕組みであるO

現在の規模は.農協.乳検組合に20. 分析センタ

ー他に 3の合計23台の端末機を設置しており， 約

1.800戸~ 46，000頭分の情報処理を実施しているO こ

れは.十勝管内の乳検加入農家の約93%にあたるO

さらにこのうち.乳牛飼養技術診断と呼ばれる総合

情報を利用する酪農家は1.400戸. 37，000頭の乳牛に

ついてであるO

実際の情報の流れを

みると.まづ基本情報

となる検定記録.飼料

給与および繁殖に関す

中央処理装置

磁気ディスク装置

プリンタ装置

M310-E 主記憶5MB る記録を端末機から入

力する。生乳.飼料，

土壌等の試料について

は.分析センターに送

付し.現場から採取し

F493 1200MB 

日本語 150行/分， 24X24ドット

オフィスプリンタ 18頁/分， 3 OX3 0ドット

磁気テープ装置 2デッキ 1600/6250rpi 

ビジネスグラフィックディスプレイ 14インチ

ディスプレイ装置 14インチ

F9450ll-SD 12インチ

モデム 2400 bps 

農協・乳検組合端末

パーソナノレコンビュータ F9450ll-SD 

ミニフロッピーディスク (1MB)

マイクロディスク (10MB) 

カラーディスプレイ 12インチ

キーボード JIS 

プリソタ 40字/秒(日本語 24X24ドット

モデム 2400bps 
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た情報の入力を終了す

るO

農業情報センターで

は.各端末機から電話

回線を介して伝送され

てきた基本情報と.分

析センターから伝送さ

れる分析結果， さらに.

蓄積してある過去の情

報にもとづいて.必要

なデータの結合.計算.
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図 1 酪農経営情報システムの流れ



分析等の加工と総合化を行ない.端末機に送り返す

準備を整えるO 翌日.端末機側の要求に応じて.加

工済の情報を出力することとなる。

以上が毎日のサイクルで実施されるが. この処理

により出力される加工済情報は. 日次処理情報と呼

ばれ.短時間のうちに酪農家に知らせるべき情報が

中心で. 4種類の帳票として提供される。この他に.

基本データの入力と同時に処理を実施し.結果を出

力するオンライン業務情報，毎月出力する月次処理

情報.年聞の動向や結果を分析出力する年次処理情

報など.現在帳票にして約70種類のものが用意され

ているO これらの情報は.酪農家.農協等.利用者

の要求がなければ出力はされない仕組みであるO

分析関係の情報については.現場対応を容易にす

るため.単独情報としても出力可能であるO 分析結

果を得るまでに要する時間は.飼料については試料

送付後最大10日間.土壌では最大14日間，生乳につ

いては最短で当日最大でも 4日間程度で入手可能で

あるo

総合情報として位置づけられる日次処理情報につ

いては.端末機段階での基本情報の入力タイミング

が問題となるが.最も早い場合で翌日.遅い場合で

も5日以内.平均3日程度で入力可能である。

主な出力情報の内容

1) 生乳分析.乳房炎防除に関する情報

個乳および個体乳の成分組成と体細胞数測定値を

中心としており.乳成分については脂肪.無脂固形

分等 5項目.体細胞数については測定値の他.分娩

後日数.乳量.分房別乳房炎発生記録.推定損失乳

量.乳代.作業指示等も合せて提供する。またe 乳

成分.体細胞数の長期的な動向分析を行ない.要注

意牛群のリスト等についても提供可能である。

2) 飼料分析.飼料品質改善に関する情報

乾草.サイレージ等の品質を査定し.飼料の品質

改善.飼料給与診断.飼料設計の基礎数値とする。

分析項目は水分.組蛋白をはじめとして14項目.無

機成分についてはカルシウム等4項目であるO 乳成

分分析値と合せて乳牛飼養診断の基礎データとする他.

地帯別飼料品質改善対策等の情報としても提供する。

3) 土壌分析.土壌診断に関する情報

土壌の化学的性質を査定し.北海道土壌診断基準

域と比較した判定結果と.施肥量決定のための基礎

データを提供する。草地および、畑地土壌に区分され

ており.草地土壌についてみると.分析項目は PH

等9項目の他， リン酸吸収係数.土壌の保肥力等に

ついて 4項目また.造成.更新.維持管理別の土壌

改良資材投入必要量を計算し.総合診断結果と対策

を提供する。

4) 乳牛飼養技術診断情報

生乳.飼料.検定記録，繁殖等の基本情報を組合

せて計算処理を行なういわゆる統合化情報である。

一例をあげると.飼料給与水準を個体ごとに計算し，

NRC標準による栄養充足状況の他.検定立合で得ら

れる各種情報を出力する。牛群情報としては.産次

構成.乳量水準別分娩後日数分布等の他.飼料費と

乳代の差額を算出し.およその経済効果を示す。

繁殖情報では.分娩間隔.空胎日数.分娩予定牛

頭数等を出力する他.長期的視点に立った総合分析

結果を提供する。

5) 飼料設計に関する情報

飼料分析値を基礎に.線型計画法による乳量水準

別最少費用の飼料給与必要量の算出の他.単味飼料

の配合設計.コンプリートフィードの設計を行なう。

本業務は.端末機~農業情報センター間で会話式に

よるもの(オンライン)と合せて端末機単独でも運

用可能である。

6) 乳牛検定情報

検定記録の報告とフィードパックの迅速化をはか

るとともに.検定実務の効率化を支援する。また.

検定成績の地域としての有効活用を促進するため.

統計処理，解析等を行ない.提供するO

情報の普及推進体制

以上が.現在推進中の酪農経営情報システムの概

要であるが. コンビュータを中核とした本情報シス

テムにより.酪農経営者が意志決定を行なうために

使用する各種の判断材料 今までよりも早く.同ー

の基礎から生れたより多くのデータをもとに計算し

た結果として提供できるようになった。しかしい

かに優れた情報で、あっても.それが生産現場に生か

されなければ無意味である。

情報の接点に介在する技術者.指導者そして各種

組織の機能を最大限に発揮し.真に有効な情報シス
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十勝地域酪農経営情報

システム事業試験研究
.指導機関懇談会

酪農経営情報システム十勝推進協議会

(構成団体・機関)

@南五畜産夫学 (7研賀宮

。十勝種畜牧場

。北農試畑作部

。十勝支庁

。新得畜産試験場 1 
|指導

。十勝農業試験場 |叫吾
I …ー

。十勝家畜保健衛生所|タJT
o十勝管内6農業改良」ー_.J
普及所 ' 

。帯広市 |協力

指導者会議

(協議研修内容)

(1)現地指導者技術研修会へ

の参加

(2)現地指導者定例会の開催

(3)現地指導関係機関の連絡

調整

(4)現地指導事例の調査及び

集積

(5)情報活用調査及び情報内

容の改善開発

(窓口は十勝農協連)

現地指導班

(活動内容)

(1)現地指導の実施

(2)現地研修会の実施

(句集合講習の実施

(4)パンフレット及び指

導書の作成配付

(5)その他必要な事項

(窓口は実施農業協

同組合)

現地の指導助言機関

指導 I0管内 6農業改良普及所
及び駐在所

助言|口市町村農業共済組合

。十勝町村会 (構成団体〉 @実施農業協同組合
。北農中央会帯広支所

。北農共連十勝出張所

。十勝乳牛検定組合連

。実施乳牛検定組合

口実施市町村

。実施各農業改良普及所
.Aぷ込
ロヱミ 。実施市町村農業共済組合

(主催) 。家畜人工授精所

寸勝農業協同組合連合会 。十勝農業協同組合連合会

|酪農家|

図 2 十勝地域酪農経営情報システム推進体制

テムとすることが大きな課題であるO おわりに

本システムの経営改善普及推進体制を図 2に示し

たO これらは主として情報を送る側.あるいは酪農

家を支援する側の体制であるO

さらに重要な事として.酪農経営者は単に情報を

受け取るだけではなく.積極的に自己の経営改善の

ために生かす努力が強く求められることになるO こ

の意味では.従来よりもはるかに経営者としての能

力が関われるわけである。

情報環境の発達.整備にともなって.誰でも同じ

レベルの情報を得ることが可能となって来たため.

情報を経営上の意志決定のためにどの程度活用し得

るかで.最終結果に大差が生ずることが予想される

からである O

酪農経営情報システムが運用を開始してからほぼ

6か月が経過したが.本システムにおいては.酪農

部門の. しかも技術面にほば限定した情報を扱って

おり.将来予想される本格的な農業総合経営情報シ

ステム化に向けての移行段階として位置づけること

ができるO 一見無関係に見える個々の情報も.組合

せ.分離を繰り返すことにより.新たな視点に立っ

た判断材料の 1つとして提供することが可能である O

しかし今後ますます高度化.複雑化するであろう

この種の情報システムにおいては.農業経営者の判

断材料としてどの様な情報を提供すべきなのか.そ

してどこまでコンビュータ化すべきなのかが大きな

課題となろう。

本稿をおわるにあたり.本情報システムの計画段

階から終始多大な援助を賜った各関係機関並びに行

政に対して深甚なる謝意を表します。
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